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【手続補正書】
【提出日】平成23年4月18日(2011.4.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　絵柄を表示する絵柄表示手段を備え、遊技機前面に設けられた絵柄視認部を通じて前記
絵柄表示手段による表示絵柄が視認可能とされる遊技機であり、
　前記絵柄表示手段は、
　前記絵柄視認部の後方に設けられるミラー部材と、
　前記ミラー部材の後方に設けられ、前記表示絵柄として第１情報を表示する第１表示手
段と、
　前記ミラー部材を挟んで前記第１表示手段とは反対側の反対側領域に設けられ、前記表
示絵柄として第２情報を表示する第２表示手段と、
を備え、
　前記ミラー部材は反射面を有するとともに、前記反射面のうち一部に他の部位よりも透
過率が大きい光透過部を有し、
　前記光透過部の背後に前記第１表示手段が設けられていることを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記ミラー部材は、前記絵柄視認部の後方において遊技機前面部に対して斜めに傾いた
状態で設けられていることを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記光透過部は、照射された光の一部を反射し、照射された光の一部を透過するビーム
スプリッタにより構成されていることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の遊技機
。
【請求項４】
　前記第１表示手段は、前記第１情報を発光表示させるものであることを特徴とする請求
項１乃至３のいずれか１に記載の遊技機。
【請求項５】
　前記ミラー部材は、前記光透過部を複数有し、それら複数の光透過部が、前記ミラー部
材の傾倒方向に直交する方向に並べて設けられていることを特徴とする請求項１乃至４の
いずれか１に記載の遊技機。
【請求項６】
　遊技機前面側に設けられた前面部材に開口部が形成され、その開口部が前記絵柄視認部
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であり、
　前記ミラー部材は、前記開口部の遊技機後方に設けられている一方、前記第２表示手段
は、前記前面部材の開口部以外の部位の背後に設けられていることを特徴とする請求項１
乃至５のいずれか１に記載の遊技機。
【請求項７】
　前記第２表示手段は、作動することにより前記第２情報の表示態様を変更する可動部材
を備えていることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１に記載の遊技機。
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